
9：20～10：20

座長 岡　美智代（群馬大学）

O-1 がん体験者への集団SAT療法による心理支援の効果について

○山口豊（筑波大学大学院）、窪田辰政（静岡産業大学）

O-2

○横山崇起（大阪滋慶学園大阪医療看護専門学校）、山崎裕美子（園田学園女子大学）

O-3

○藤田裕一（大阪府立大学大学院人間社会学研究科）

10：20～11：20

座長 谷　荘吉（高齢者ケアセンター甲南診療所）

O-4 健康への関心と健康診査受診との関連について

○水谷啓子（放送大学教養学部）

O-5

O-6 患者参加型チーム医療におけるエキスパート・ペイシェントの役割

○秋本信子（日本保健医療行動科学会奨励研究員）

一般演題（口頭発表）

[ セッション 1-1 ]　患者

[ セッション 1-2 ]　健康調査

【第2日：6月12日（日）】

＜ セッション 1 ＞　（ 会場1・2 ： 3階　教室①・② ）

Totally locked in state(TLS)のALS患者への看護
　－オレムのセルフケア不足看護理論を用いた事例検討－

青年期・成人期前期における二分脊椎症者の主観的幸福感に影響する要因
　－健常者との比較を通して－

疾患別にみた初対面時の看護師－患者間情緒的コミュニケーションの特徴
　－RIASを用いた会話分析（第2報）－

○出石万希子（野洲病院）、豊田久美子（京都市立看護短期大学）、
　平英美（滋賀医科大学）、石川ひろの（東京大学大学院医学研究科）



9：20～10：20

座長 中川　晶（大阪産業大学）

O-7 医療情報の開示・電子化における医療者－患者の関係のあり方について

O-8 大学生のレジリエンス向上に関する実践研究－自己報酬型自己イメージ形成ワークの試み－

O-9 兵庫県下の医療福祉系大学における受動喫煙防止対策の状況と教職員の意識

10：20～11：20

座長 諏訪茂樹（東京女子医科大学大学院）

O-10 口腔機能向上に良い影響がある嚥下体操の地域での普及について

○花家薫（大阪教育大学大学院健康科学専攻）

O-11

O-12 乳幼児をもつ母親のマルトリートメント傾向と子育てをめぐる心理社会的要因の関連

○橋本佐由理、岩永由香、田村知栄子（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

[ セッション 2-1 ]　医療

[ セッション 2-2 ]　その他

【第2日：6月12日（日）】

＜ セッション 2 ＞　（ 会場3・4 ： 3階　教室③・④ ）

一般演題（口頭発表）

○片山知美（宝塚大学看護学部）、松本泉美（神戸常盤大学保健科学部看護学科）、
　高橋裕子（奈良女子大学）

○樋口倫子（明海大学外国語学部）、新妻奈緒美（明海大学大学院応用言語学研究科）、
　稲場夢有（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

老人保健施設における医療福祉専門職の連携スキル
　－社会福祉、看護・作業療法領域の職員への面接調査から－

○田中共子、吉田薫（岡山大学社会文化科学研究科）、
　難波悦子（吉備国際大学保健科学部）、細川つや子（岡山大学社会文化科学研究科）

○馬込武志（湊川短期大学）、豊田久美子（京都市立看護短期大学）、
　平英美（滋賀医科大学）



9：20～10：05

座長 橋本尚子（大阪産業大学）

P-1 大学生の死生観とレジリエンス

P-2 青年期の月経随伴症状と自己イメージ、ストレス認知、保健行動の関連性の検討

○小川貴子、橋本佐由理、向笠京子（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

P-3 就職を控えた医療系大学生の精神障害者に対するイメージの変化

○白井雅子、足利学、中西英一、橋本弘子（藍野大学医療保健学部）

10：05～11：05

座長 荒木孝治（大阪医科大学）

P-4 看護学生に対するメンタルヘルス教育の有効性

○山之内由美（パナソニック健康保険組合立松下看護専門学校）

P-5 女子大学生の行動変容シートを活用したストレスマネジメント

○奥野久美子（太成学院大学看護学部）

P-6 運動能力と集中力－運動時の心拍数と集中力の関係性－

○山川智子　矢和田芳浩　村山新　高橋祐也（長岡大学経済経営学部環境経済学科）

P-7

○林遼太郎（大阪大学医学部附属病院）、小林久子（藍野大学）

11：05～12：05

座長 山崎裕美子（園田学園女子大学）

P-8 看護学生のレジリエンスを高める介入の一事例

○渡部洋子（帝京平成看護短期大学）、宗像恒次（筑波大学大学院人間総合研究学科）

P-9 看護師のレジリエンス向上をめざしたアサーションプログラムの効果

○谷口清弥（甲南女子大学看護リハビリテーション学部）

P-10 看護師のレジリエンス向上をめざしたＰＥＩプログラムの効果

○谷口清弥（甲南女子大学看護リハビリテーション学部）

P-11 新卒看護師が入職後1年間に経験した最も印象的な感情労働とそれによる自己への影響

○片山知美（宝塚大学看護学部）

＜ セッション A ＞　（ ポスター会場 ： 1階　学生ロビー ）

[ セッション A-1 ]　大学生、青年、思春期

[ セッション A-3 ]　看護１

一般演題（ポスター発表）
【第2日：6月12日（日）】

○稲場夢有（筑波大学人間総合科学研究科）、樋口倫子、新妻奈緒美、
　原和也（明海大学外国語学部）

たばこのパッケージの警告文に対する大学生の意識調査
　－医療系大学生と一般大学生を比較して－

[ セッション A-2 ]　ストレス



9：20～10：20

座長 小林貴子（大阪医科大学）

P-12 アサーティブトレーニングの取り組み－ロールプレイを通して－

○森安朋子（大阪医科大学附属看護専門学校）

P-13 成人期にある看護学生の健康の意識と対処行動（第二報）－年度別による比較－

○藤永新子、原田江梨子、安森由美（甲南女子大学看護リハビリテーション学部）

P-14 日常看護の会話の中で実践される「傾聴」の研究－経験と聴き取りの特徴－

P-15 養護教諭が学校現場で実践しているリラクセ―ションの実態

10：20～11：20

座長 村田正章（兵庫医科大学）

P-16 糖尿病患者の栄養指導における気質コーチングの活用

P-17 運動部指導者のジェンダータイプとメンタルヘルス

○伊藤栄利子、橋本佐由理（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

P-18 メンタルローテーション課題を利用した疼痛治療とその適応

○福岡千枝（大阪府済生会茨木病院）、元村直靖（大阪医科大学看護学部）

P-19 筋骨格系症状のつらさ自覚度と心理行動特性の関係

○渡部由紀子、橋本佐由理（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

11：20～11：50

座長 川村千恵子（甲南女子大学）

P-20 妊娠・出産期認知とマルトリートメント傾向との関連

○田村知栄子、岩永由香、橋本佐由理、宗像恒次（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

P-21 乳幼児をもつ母親の気質とマルトリートメント傾向の関連

○岩永由香、田村知栄子、橋本佐由理（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

【第2日：6月12日（日）】

一般演題（ポスター発表）

＜ セッション B ＞　（ ポスター会場 ： 1階　学生ロビー ）

[ セッション B-3 ]　母子

○吉村雅世（岐阜医療科学大学）、永野由美子、豊田真千子、叶祐子、寺山美由紀、
　齋藤和博（奈良県立医科大学医学部附属病院）

[ セッション B-2 ]　疾病

[ セッション B-1 ]　看護２

○小寺藍（園田学園女子大学）、前咲子（白浜町立安宅小学校）、
　山崎裕美子（園田学園女子大学）

○池田祥子（筑波大学大学院人間総合科学研究科）、加藤則子、
　加藤光敏（加藤内科クリニック）、橋本佐由理（筑波大学大学院人間総合科学研究科）



9：20～10：05

座長 守本とも子（岐阜医療科学大学）

P-22

○新川泰弘（関西福祉科学大学）、守本とも子（岐阜医療科学大学）

P-23

○藤田倶子（宝塚大学看護学部）

P-24 行政保健師の地域活動態度とメンタルヘルスの関連

10：05～10：50

座長 梓川　一（千里金蘭大学）

P-25 ベンチャー企業における経営パートナーシップ構築に関する分析

○岩崎靖、橋本佐由理、宗像恒次（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

P-26 勤労者の自己肯定感とレジリエンスの研究

P-27 勤労者のストレス背景と気質、コーピングとの関係

○伊藤千春、橋本佐由理（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

10：50～11：50

座長 楞田眞弘（大阪医科大学）

P-28 アロマハンドマッサージによる心身への影響－学園祭模擬店｢癒し手｣における2年間の比較－

P-29 健康管理（セルフキュア）としての温灸治療－尋常性乾癬に対する１症例－

P-30 1970年代に心臓ペースメーカーを植え込んだ女性の困難体験－人生最大のショック－

○小林久子（藍野大学）

P-31

【第2日：6月12日（日）】

[ セッション C-3 ]　その他

[ セッション C-2 ]　企業

[ セッション C-1 ]　地域

一般演題（ポスター発表）

＜ セッション C ＞　（ ポスター会場 ： 1階　学生ロビー ）

○矢野知恵（元筑波大学大学院人間総合科学研究科）、
　宗像恒次、橋本佐由理（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

○加藤豊広（新潟リハビリテーション大学大学院）、小内信（村上東洋医療センター）、
　伊林克彦、山村千絵、的場巳知子（新潟リハビリテーション大学大学院）

一次救命処置実践への自信に影響する要因
　－BLSプロバイダーコース受講後のアンケート結果より－

○時吉佐和子、清村紀子（西南女学院大学保健福祉学部看護学科）、
　山田恵（元西南女学院大学助産別科）

○小林容子、宗像恒次、渡部由紀子、伊藤栄利子、根本純江、平尾恭子、原悦子、
　藤井紀美子、冨山紀代美（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

○小笠原絢子、北野真衣、前野梢子、山崎裕美子（園田学園女子大学）、佐藤都也子
　（茨城キリスト教大学）、白井知彩、松岡朱璃、藪本沙希帆（園田学園女子大学）

地域における福祉講演「QOLを高める高齢期の生き方（1）
　－「ストレスに関する学びの検討を中心に」－

健康づくり教室参加者の生活習慣改善の準備性に関連する要因の検討
　－ベースライン時の比較から－
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